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村井知事による “みやぎの復興現場訪問”     石巻地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災地において対人援助の活

動に関わっている方を対象とし

た「聴く力を高めるカウンセリ

ング連続講座」が、仙台いのち

の電話と当事務所共催で石巻合同庁舎を会場に開講さ

れました。これは、カウンセリングを学び、体験し支

援者の活動に活かせることを目的としています。 

第1回目となった11月10日（土）は約40名が参

加しました。開講式を行った後に、カウンセリングの

基本を学び、少人数に分かれグループワークを行いま

した。第 2回目の 17日は、カウンセリングの進め方

を学び、実際にロールプレイを行い、カウンセリング

の難しさや受ける側の気持ち

等を体験しています。 

今後も、来年 2月まで月2

回ほど、計8回の講座が開催

されます。 

11月 16日（金)に、「石巻地域復興住宅と福祉のま

ちづくり推進連絡会」を当事務所主催で、合同庁舎大会

議室で開催しました。石巻管内の保健福祉担当部署・建

設担当部署、県関係機関に加え、気仙沼市、南三陸町か

らも参加がありました。 

石巻地域の復興住宅における高齢者等の生活支援、コ

ミュニティの形成や維持など福祉部門や建設部門等と

連携が必要な課題について、情報共有と課題解決を目的

にしたものです。 

阪神淡路大震災後のまちづくり

に携わった神戸芸術工科大学 相良

二朗教授から、兵庫県の福祉のまち

づくりと復興住宅についての講演、公営住宅における高

齢者・障害者等への配慮のポイントについての助言を頂

きながら、石巻地域と気仙沼地域の状況について情報交

換を行いました。 

今後も管内の状況に応じて実施していく予定です。  

カウンセリング講座開講しました まちづくり推進連絡会開催 

平成２４年１２月 

【出村和子理事長の講義】 

【カウンセリング講座の一コマ】 

11月 20日（火）、「みやぎの復興現場“訪問事業”」として、村井知事が石巻

赤十字病院を訪問しました。知事は「震災時は、この病院が機能してくれたお

かげで、救われた命が多かった。今後も地域のために力を合わせて頑張ってほ

しい。」と病院関係者を激励。同病院の金田巌院長からは、平成 27年開院に向

けた災害医療救急センターの建設予定や現在被災して仮校舎となっている石

巻赤十字看護専門学校の再建予定について説明がありました。また、震災前に

比べ、救急患者が 70％増加している現状と医師や看護師等のマンパワー不足 

について意見交換が行われました。意見交換会の後、知

事から新しく宮城県災害医療コーディネーターとなっ

た同病院の市川宏文医師へ委嘱状が交付されました。 

同日、知事は石巻赤十字看護専門学校を訪問し、学生

達から震災時の活動状況や今後の抱負などについて話

を受け、記念撮影をするなど交流がありました。 

 

【病院関係者と意見交換会】 

【市川宏文医師へ委嘱状交付】 【知事と学生達との交流】 

【講演する相良二朗教授】 
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毎年、冬になるといろいろな感染症が流行します。

感染性胃腸炎やインフルエンザなどの感染症予防の

基本は、「手洗い」「うがい」「咳エチケット（マスク）」

です。手洗いでは時間をかけて、指の間や手首もし

っかり洗いましょう。 

◆ おもな感染症の症状 ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

感染性胃腸炎：下痢、おう吐、腹痛 

インフルエンザ：38 度以上の高熱、 

強い全身のだるさ、 

関節痛や筋肉痛 など 

インフルエンザの予防接種は受けら

れましたか？効果が現れるまで早くて

も 2 週間かかりますので、受けられる場

合は早めの接種をおすすめします。 

◆ホームページの「感染症かわら版」も見てね◆ 

 

 

 

 

11月 14日（水）、兵庫県精神保健福祉センター藤田昌子精神保健

福祉士を講師に招いて、石巻管内の精神保健福祉担当者を対象に精

神保健福祉担当者会議を開催しました。阪神淡路大震災の経験での

活動を基に、今後、中長期的に必要になる「心のケア」について講

義をいただきました。 

被災地では様々な問題の多くにアルコールが関係していたことや、心の回復の

ペースは人それぞれであること、復興住宅に移ることがゴールではなく どんな生

き方をするかが大事であること等と話されました。また、支援者にも心のケアが

必要なことを話され、リラックスできる呼吸法を出席者で体験しました。 

翌日の 15 日（木）には管内の仮設住宅等の支援者を対象に、「被災者の心のケ

アに関する研修会」を開催し、兵庫県こころのケアセンター加藤寛センター長が

健康調査結果を現場に活用する方法について講話を行いました。兵庫

では震災後 5年経過してもうつや PTSDの影響が大きいことや、「時

間の経過とともに問題は減少する。継続的に健康調査を行うことで、

どのような問題が減っているか残っているかが見えてくる。この残っ

た問題のフォローを私たちがしていけばいい」という内容のお話をい

ただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月から 2 か月交代で新潟県から保健師が

派遣されていますが、その 3人目になります。 

宮城県は初めてですので、業務をとおして、

休日は歩いて宮城県を知り尽くしたいと思

います。 

少しでも皆様のお役

に立てられるよう努力

しますので、よろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

派遣職員を紹介します 

新潟県から来ました 

保健師の五十嵐加代子です 

新潟県魚沼地域振興局より派遣 

【藤田昌子先生】 

-ストレスから身をまもるために- 
 

◆入ってくるストレスを減らす 

◆精神的なストレスへの耐性をつける 

◆肉体的なストレスへの耐性をつける 

◆ストレスをため込まない 

◆無理のある生活パターンを繰り返さない 

（研修会資料から引用） 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

当事務所をはじめ、宮城県公式ホームページは 11月 6日より全面リ

ニューアルしました。今後も利用者の皆様が目的の情報を探しやすい

ホームページになるよう心がけてまいりますので、当ニュースを含め、

ご意見などございましたら、右記までご連絡をお願いします。 

 

問い合わせ先 

宮城県東部保健福祉事務所 

企画総務班 企画調整グループ 

（石巻市東中里１－４－３２） 

H P：http://www.pref.miyagi.jp/et-hc/ 

T e l：0225-95-1416（代表） 

F a x：0225-94-8982 

 

【グループワークの一場面】 

【加藤寛先生の講話】 

【五十嵐保健師】 


